
              

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                     

                                                   【考え議論する道徳の授業にするための指導例】 

 【道徳科と生活科を関連付けた小学校実践例】                      

 
 

  ２年生活科「老人保健施設の方との交流会」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【道徳と地域行事を関連付けた中学校実践例】 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「考え、議論する道徳」の授業にするポイントは？ 道徳科と各教科・行事等を関連付けるときのポイントは？ 

「関連付けることで、指導の効果が高められるかどうか」がポイント 

です。各教科等の目標と道徳科の目標や内容項目等を確認しましょう。 

例えば、「行事に取り組む意欲を高めたり、行事による学びを深めたり

できるか」がポイントです。行事の「前・中・後」のどこで道徳科の授 

業をするとより効果的なのかを考えることが大切です。 

生活科の交流活動と交流活動の間に、道徳科の授業を位置付け、実践しました 

【お年寄りの方との交流】 

★交流前に、子供たちは

不安を感じていた。 

★交流活動①で打ち解

け、活動への意欲が見

られるようになった。 

【授業のねらい】 ◆内容項目 : Ｂ 思いやり 

ねらい 相手を思いやり、相手のことを考え行動し

ようとする気持ちを高める。 

【話合い】 交流活動を思い出させ、肩もみや楽しく

おしゃべりをしたいなど、お年寄りの気持ちを考

え、優しく接する方法を話し合うことができた。 
【授業後・Ａさんの振り返り】 

・（略）いっぱい楽しませてあげたい。 

小学２年 道徳科「おばあさんができたよ」

よ」 

交流活動① 

【お年寄りの方との交流】 

★子供たちは楽しんでも

らいたいという願いをも

ち、意欲的に活動する

ことができた。 
 

★自分なりの方法で、相

手の立場を思いやり、

優しく接しようとする姿

が多く見られた。 

地域行事に関連付けて、道徳の授業を実践しました 

生徒の受け止め 

母校の運動会前に、テント張りを手伝いに出向くなど、ボランティア活動

に積極的に取り組もうとする意欲をもった生徒たちであるので、 

生徒会は「よし、やろう」と参加を決意し、参加者を募集する。 

地域の方からの依頼 

若い人で盆踊り大会

を盛り上げてほしい。 

学年教師の願い 互いの考えや思いを共有し、ボ

ランティア活動への意欲と郷土への愛着心を高めた

い。その後、活動に取り組ませたい。 

【授業のねらい】 ◆内容項目: Ｃ 郷土を愛する態度 

ねらい 社会の一員としての自覚を高め、郷土へ

の愛着心を育成する。 

【話合い】 町の行事を盛り上げるための苦労や、そ

の意義について多面的に話し合うことができた。 
【授業後・Ｂさんの振り返り】 

・（略）地域の人の要望に応えたい。生徒会のボラン

ティアに参加し、地域に喜んでもらいたい。 

中学２年 道徳「私の町」 

盆踊りで「よさこいソーラン」を披露 

 
 

 
授業で、自分たちにできることは何かを考え

たことで、多くの生徒が参加し、郷土を愛する心

が一層育ったと思われる。 

※リーフレットは、道徳教育総合推進サイト「モラルＢＯＸ」からダウンロードできます。 

答えが一つではない課題を取り上げ、道徳的価値を自己との関わりで 

多面的・多角的に考える授業を展開することがポイントです。そのため 

には、発問や板書など指導方法を工夫したいですね。 

カリキュラム・マネジメントを生かした取組 道徳科における効果的かつ多様な指導方法 

どのような子供の考えが引き出せるかを見通し、発問を考えました 

どうして男の子の所に行ったのか 

●●●     ■■■     ★★★ 

 

 

 

 

 

 

三つに分類して違

いを明確にしよう。 

「自分だったら」と考えさせ、 

根拠や理由を引き出したいですね。 

➡ さらに、板書で考えの深まりが 

見えるようにしましょう。 

構造的な板書を工夫しました【意見の違いや対立等の見える化、話合いの焦点化】 

目標 

小鈴谷の子供に夢を         師範学校の先生になろう 

 
小鈴田の子  久左衛門          都会  人が多い 

                         

大切    ありがとう           お金  便利 

                師はん学校 

毎日たくさん        に行った 

勉強した 

 

 

 

７８円の命        

 

        〈人間〉              〈猫〉 

                「猫の命と人間の命の重さは 

       命は平等    違いますか」 

       どうして猫だけ？      同じ ←→ 違う 

       与えられたものは同じ 

 

命 迷った 

授業の充実と授業力の向上を目指して、中学校で「学年リレー道徳」を実践しました 

学年教師（チーム）

で、授業案を検討 
一人目が授業実践 

◆チームで参観 

検
討
会 

改善した授業案で 

二人目が授業実践 

◆チームで参観 

検
討
会 

検
討
会 

○発問 「どうして男の子の所に行ったのでしょうか」 

発言（予想） 「○○だからかな」       ➡ ●●● 

「○○を言いたいから…」 ➡■■■ 

     「○○をしたかった」  ➡ ★★★ 

 

他のチームや 

次年度の授業案と

して、保存・活用 

 ※ チームは若手、中堅、ベテランで編成した。 

 【成果】 ・チームで、同じ授業案をもとに実践・改善を繰り返したので、他の教師の工夫がよく分か

り参考になった。 

      ・生徒の考え方や出てくる意見を見通すことができ、生徒の考えを広げたり、深めたりする

ことができた。 

                                                              

 

 

 

○発問 「自分が手品師だったら、どんなことを大切にしますか」 

発言（予想） 「○○と考えたけれど、自分だったら●●かな」  

          「自分だと迷うけれど、●●を大切にしたい」 

 

 

 

【発問と予想される考え】 

 

写真 

写真 

写真 

交流活動② 

【板書を考える】 

改善した授業案で 

三人目が授業実践 

◆チームで参観 

生活科「老人保健施設の方との交流」 

【生活科のねらい】 

お年寄りに優しくする心

を育てる。 

２ ３ 

小学５年 道徳科「手品師」 ◆内容項目 : Ａ 正直 誠実 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価は、何のためにするの？ 

道徳科の評価 

何を評価するの？ 

評価の目的は、二つです。 

① 児童生徒が、自らの道徳性養おうとする

意欲を高めるため、自分の学習や成長を振

り返る契機とするためです。 
 

② 教師が、指導計画や指導方法を改善する

ための手がかりとするためです。 

【ワークシートを活用した評価例①】 

 

 

評価例① 子供は中心発問に対する自

分の考えを、授業の最後に見つめ直す

ことができます。 

 教師は、子供への評価に加えて、授

業（発問等）改善に活用できます。 

【１枚ポートフォリオを活用した評価例②】 評価例② 授業の振り返り等から、 

・道徳的価値に対する考え方の変容 

・学習プロセスでの学びの深まり 等 

を見取り、評価することが大切です。 

 記録をファイリングし蓄積することで

子供の道徳性に係る成長の様子を見取る

ことができます。 

道徳性や人間性を評価す

るのではありません。 
◆行事後の感想や道徳科授業の振り返りを、１枚ポー

トフォリオに記述し、ファイリングしていきます。 

 

「特別の教科 道徳」を要とした 
道徳教育の充実 

－カリキュラム・マネジメントを生かした 

効果的かつ多様な指導方法と評価の工夫・改善－ 

 

道徳科と各教科・行事等

を、どのように関連付ければ

いいの？ 

 
 

 

 

「考え、議論する道徳」の授業

にするためには、どんな工夫を

すればいいの？ 

 

 

 

 

地域行事と関連付けて道徳

の授業を実践するには、どの

ようにすればいいの？ 

 

 

 

道徳科の評価は、どのよ

うにすればいいの？ 

 

 

 【研究推進校】 常滑市立常滑東小学校  豊橋市立羽根井小学校 

 

一宮市立西成中学校   西尾市立寺津中学校 

 

研究推進校等の実践例をおりまぜながら、疑問に答えます。 
 

愛知県道徳教育推進会議・愛知県教育委員会 

道徳科の授業を振り返ってみませんか ～よりよい道徳科の授業づくりのために～ 

下記の項目を参考にして、自分自身の授業を振り返ってみましょう。 

また、授業改善としても御活用ください。 

□ 子供たちの心に響く教材だった。 

□ ねらいや教材は、発達段階を踏まえたものだった。 

□ 中心発問は、ねらいに迫るものだった。 

□ 子供たちの心を揺さぶる補助発問ができた。 

□ 子供たちの発言を共感的に受け止めた。 

□ 子供たちの思考の流れやつながりの分かる構造的な板書だった。 

□ 終末は、道徳的価値を心にとめるための適切なものだった。 

□ 子供たちは、教材や友達と交流することで、考えを深めた。 

□ 子供たちに自分を見つめさせる手立てがあった。 

 

【平成３１年３月】 

平成３０年度愛知県道徳教育推進会議協議題 

１ 

４ 


